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2025 年 1 月 20 日 

BIPROGY 株式会社 

ユニアデックス株式会社 

お客さま独自の生成AI アプリケーション構築を支援する 
「Azure OpenAI Service スターターセットPlus 開発キット」を提供開始 

 

BIPROGY とユニアデックスは、生成 AI をお客さまの業務に組み込むことで、さまざまな業務

を効率化・高度化するサービス「Azure OpenAI Service スターターセット Plus」に、柔軟な

カスタマイズ機能を加えた「開発キット」を本日から提供開始します。 

「開発キット」を使用することで、お客さまは独自の画面や処理を追加開発することが可能と

なります。資料作成や意思決定の効率化、サービス品質の向上などを実現し、ビジネス競争力

を高めることができます。 

【背景】 

多くの企業が生成 AI の活用を「構想～利用検討フェーズ」から「業務検証～業務組込フェーズ」

へと進めており、業務の効率化や高度化に欠かせないツールとして位置づけられています。しか

し、業務ごとに異なる課題やニーズに応じた処理を追加するには、より柔軟で高度なカスタマイ

ズをするための仕組みが求められます。BIPROGY とユニアデックスは、このような企業の課題

を解決するため、「開発キット」の提供を開始します。 

 

【概要】 

「Azure OpenAI Service スターターセット Plus」は、セキュアな Azure 基盤上で、当社の標

準 UI（アプリ）が動作する環境を提供してきました。「開発キット」は、この信頼性の高い環境

を基盤とし、お客さまが独自のアプリケーション機能を追加開発するためのサービスです。特徴

は以下の通りです。 

１. 対話 API による独自 UI や既存システムへの組み込み 

独自 UI や既存システムに生成 AI 機能を組み込むことを可能にします。従業員は従来の業務プロ

セスの中で生成 AI を活用できます。 

２．独自ファンクションによる柔軟な機能拡張 

企業独自の業務プロセスを、プログラム実行環境で容易に実装できます。複雑な開発が不要で、

柔軟かつ低コストで独自の機能を構築できます。 
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３．独自プラグインによる外部データソース連携 

社内外のさまざまなデータソースと生成 AI 機能の連携を可能とし、リアルタイムの情報を取り

込むことができます。 

【本サービスの活用事例】 

 

以 上 

 

■関連リンク：  

「Azure OpenAI Service スターターセット Plus」  

https://www.biprogy.com/solution/service/rinzatalkplus.html 

2024 年 5 月 28 日付ニュースリリース  

企業向け ChatGPT と社内情報の連携で業務の生産性を向上 

https://www.biprogy.com/pdf/news/nr_240528.pdf 

 

※Azure は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標

です。 

※その他記載の会社名および商品名は、各社の商標または登録商標です。 

※掲載の情報は、発表日現在のものです。その後予告なしに変更される場合がありますので、あ

らかじめご了承ください。 

 

＜本ニュースリリースに関するお問い合わせ＞ 

https://www.biprogy.com/newsrelease_contact/ 

 

 

活用事例 内容 

情報ポータルにおける 

文書検索スピードと精度向上 

特定業務の情報ポータルに生成 AI 機能を組み込み、利用者が

自然言語で問い合わせを行うと、関連情報を即座に回答する機

能を追加。情報検索や業務サポートの効率を大幅に向上。 

旅行代理店における 

旅行プランの提案支援 

顧客の希望条件を入力すると、生成 AI が予約システム、デー

タを活用して最適な旅行プランを提示。経験の浅い顧客窓口担

当者でもベテラン担当者レベルの対応が可能。 

企業情報分析レポートの 

自動作成 

企業の統計・財務データなどを入力すると、生成 AI が自動的

に分析し、要点をまとめた高品質なレポートが短時間で作成さ

れる。分析業務の削減とレポートの品質向上につながる。 

渉外対応記録の効率化 

営業担当者の渉外対応記録を、生成 AI が CRM システムの項

目に合わせて文章を自動補正。入力ミスを削減しつつ、業務効

率化が可能。 
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【成長事業での取り組み】 

BIPROGY グループが経営方針（2024-2026）で掲げる成長事業において、三つの重点戦略を定め、

経営資源の集中により高い価値提供を目指します。本ニュースリリースの事業は、「市場開発」（AI 分

野）における取り組みと位置付けています。  

BIPROGY グループは、多くのステークホルダーとの共創を通じて、社会課題解決における社会的価

値と経済的価値を創出し、持続可能な社会の実現を目指します。 

※BIPROGY グループ経営方針（2024-2026）  

https://www.biprogy.com/pdf/com/managementpolicy2024-26.pdf 

 


